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フェノール系老化防止剤ノクラック*200, NS-6, SP 

の耐屈曲き裂防止能について (4)

ゴム製品はいわゆる「ゴムらしさ」を利用して，振動

を防ぐなど繰返し変形されるような用途に使われること

が多い したがって，静かに放置して起こる劣化以外に

動的な疲労が加わって劣化を起こす．加硫ゴムを引張る

と緩和現象が起こる．たとえば， 100%まで伸ばして元

へ戻し再び伸ばすと 100%付近までは最初のときよりも

モジュラスが低下する． この一例を（図一 I)に示す．

この現象は研究者の名をとって Mulli11S効果と呼ばれo,

その原因としては補強剤とゴムとの凝着のはがれ，架橋

点のずれなどいろいろ原因が考えられる．
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ABO第1回目の引張り
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回-1 M,lllns効果の例 (SBAに HAF30 PHR 

配合）

このときき裂の発生，およびき裂の成長などの現象が

起こる．この劣化現象を完壁に食い止める方法は未だ発

見されていない． しかし，その劣化現象を少なくとも，

遅延させる方法について今なお多方面にわたって検討が

行なわれております．この種の検討のうち，屈曲疲労に

よるき裂成長を遅延させる方法として，フェノール系老

化防止剤ノクラック#200, NS-6を耐屈曲き裂防止剤

として用いる方法について，先回2)から引続き検討を行

なっております．その一端として， 今回は SBRにチャ

ンネルブラック (MPGプラック） を用いた場合，さら

に先回 (NOC技術ノート No.127) のHAFプラック

を用｛‘セ場合と今回の MPGブラックを用いた場合と

の比較を目的として，下記の様な実験を行ないましたの

で，ご紹介いセします．

SBR-MPCブラック系におけるノクラック#200, NS 

-6の加硫速度への影響について，キュラストメーターに

て検討した結果を（図ー 2)に示す．この結果より，ノ

クラック#200は特性値 (T10)および (T。o)におい

て，ブランクと大差が認められない． しかし，ノクラッ

クNS-6はブランクよりもやや速い傾向を示している．

このような加硫速度傾向を示す三試料について，加硫時

間と耐屈曲き裂成長性との関係を（図ー3)に示す．こ
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の図より，耐屈曲き裂成長性の順位はノクラック#200, 

NS-6, ブランクである． しかし，三試料とも耐屈曲き裂

成長性は加硫時間によって，大きく影響されていること

から，この三試科について加硫試験を行ない，その加硫

物引張特性を（表一 1)Iこ示す．この表より，ノクラッ

ク#200, NS-6, の両試料•はプランクよりも 300%モジ

ュラスが多少低い傾向を示している． このことから，先

回2) と同様に 300%モジュラスと耐屈曲き裂成長性との

関係（文献(3)を参照）を検討してみ氾その結果（図一

4)' ノクラック#200, NS-6の両試料は300%モジュラ

スが同一の条件下でも (80kg/cm2以下の場合），プラン

クよりも優れた耐屈曲き裂成長性を示し，その順位は上

記と同様にノクラック#200, NS-6, ブランクである．

次に，充填剤の違い (HAFプラックと MPGブラッ

クとの比較）によるノクラック#200, NS-6の耐屈曲き

裂成長性の比較検討を試みた． ノクラック#200, NS-6 

の加硫時間と耐屈曲き裂成長性との関係（図ー 5)にお

いて， HAFブラック配合物は全加硫時間にわたって，

MPGブラック配合物より耐屈曲き裂成長性が優れてい

る． さらに， HAFブラック配合物は MPGブラック配

合物より 300%モジュラスが高い傾向を示していること

から，上記と同様に， 300%モジュラスと耐屈曲き裂成

長性との関係（文献(3)を参照）を図示してみると， （図

-6)の如くなり， HAFブラック配合物は MPGブラ

ック配合物よりも 300%モジュラスが高いにもかかわら

ず，耐屈曲き裂成長性が優れている．
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1. 配合 2. 試料

SBR 1500 100 1 , プランク
亜鉛華 5 2, ノクラック#200 
ステアリン酸 1 3. ノクラック NS-6
MPGプラック 40 これ以下，略号を用いた．
イオウ 2 (略号）
ノクセラー MSA 1.5 ブランク・・・Blank
試 料 l ノクラック#200・・・#200 

ノクラック NS-6.. ,NS-6 
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3. キュラストメーター試験

実験条件

試験機： JSR型キュラストメーター

試験温度： 150℃，ダイス： #/(2 mm) 

オシレーテング角度：士30

4. 屈曲試験

実験条件： JIS K 6301-'69に準拠 (Cutgrowth法）

試験機： De Mattia式屈曲試験機

試験温度：室温 (20~25℃)

試験片加硫条件： 150℃ X 15, 24, 60, 120分

初期き裂： 2mm 

5. 加硫試験

150℃，プレス加硫

引張試験条件： JIS K 6301-'69に準拠

引張試験機：テンシロン，引張速度： 500mm/min, 

試験片： JISダンベル状 3号形，試験温度： 22士1℃
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（図!.)キュラストメーター加硫曲線
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（図-4.)耐屈曲き裂成長性と300)6モジュラスとの関係

（表ー I)加硫物引張特性

試料 悶雰
Tn Tn 

Modulus (kg/cmり

() (kg/cmり（％）面祠函砿五属五砒凡

Blank 12 254 760 14 24 42 108 

24 301 450 31 80 159 - . 

60 297 410 31 87 180 

120 290 400 33 90 183 
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（図.,.)#200, NS-6を供試した場合の屈曲回致1000回時のき裂の

大きさと加硫時問との関係におけるHAFブラック配合物と
MPGフラック配合物との比較

訂正
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（図ー3)の横軸は加硫時間（分）を示す
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（図ふ）屈曲回数1000回時のき裂の大きさと加硫時間との関係
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（図-6,) #200, NS-6を供試した場合の屈曲回数1000回時の

耐屈曲き裂成長性と 300%モジュラスとの関係にお

けるHAFプラック配合物とMPCブラック配合物との

比較
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